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1 はじめに

福島県文化財センター 白河館（まほろん）が実施する収蔵資料の放射性炭素年代(AMS法）

測定及び炭素・窒素安定同位体比分析について、 平成28年度に実施した測定結果を報告する。

この事業は、 （公財）福島県文化振興財団が、 測定及び分析を5か年にわたって、 （株）加速

器分析研究所に委託して実施しているものである。

平成28年度は、 主に縄文時代前期（大木5式期） から中期後築（大木9式期） までの士器

群、 40点を選別して分析した。 表lは、 対象試料と採取部位及び較正曲線データの対応表で、

土器型式と年代値を対比できるよう、 当財団の担当者が作成した。 紙幅の閲係から、 記載内容

は最小限にとどめている。

分析対象とした炭化物は、 土器付着炭化物が原則である。 試料採取部位については、 試料の

内外面と位置について記載している。型式名は、各報告壽の事実記載に則って、記載している。

試料の選別にあたっては、 昨年度と同様、 測定に涸する試料と通さない試料を選別したはず

であった。 しかし、 No. 29については、 担当者が考えている上器型式と、 想定する年代値とに

大きな乖離がみられる測定結果となり、 不適当と判断せざるを得ない値が報告された。 そのた

め、 補強材塗布の有無について調査したところ、 補強材の塗布が認められた。 このため、 No.

29の分析結果は不適当と言わざるを得ない。 溶剤で補強された土器に付着した炭化物を分析

試料とすることの弊害を改めて認識することができた。 同様に、 接合部の接着剤付近や、 ニス

が塗布されたネ ー ミング部位周辺に隣接した炭化物などに関しても、 これらの溶剤の影響を受

ける危険があると想定することができる。

したがって、 炭化物が観察される遺物については、 付着範囲の保護に十分配慮して幣理作業

を進める必要があり、 さらには整理作業時の経過についても報告翡に記載する必要性があると

言える。 （（公財）福島県文化振興財団）

2 年代測定資料の化学処理工程

(1 )メス ・ ピンセットを使い、 土等の付着物を取り除く。

(2 )整理、 保管時における汚染の可能性を考慮し、 念のためアセトンで処理を行う(AC)。

(3)酸 ー アルカリ — 酸(AAA : Acid Alkali Acid)処理により不純物を化学的に取り除く。

その後、 超純水で中性になるまで希釈し、 乾燥させる。 AAA処理における酸処理では、

通常lmol/ Q (lM)の塩酸(HCl)を用いる。 アルカリ処理では水酸化ナトリウム(NaOH)

水溶液を用い、 0. 001MからlMまで徐々に濃度を上げながら処理を行う。 アルカリ濃度

がlMに達した時には「AAA」、 lM未満の場合は「AaA」と表 1に記載する。 AAA処理さ

れた試料を 2つに分け、 一方を年代 測定用、 他方を安定同位体等分析用の試料とする。

- 1 -



まほろん収蔵資料のAMS年代測定結果報告（平成28年度分）

(4)試料を燃焼させ、 二酸化炭素(CO2 )を発生させる。

(5)真空ラインで二酸化炭素を 精製する。

(6)精製した二酸化炭素を、鉄を触媒として水素で還元し、グラファイト(C)を生成させる。

(7)グラファイト を内径1mmのカソ ードにハンドプレス機で詰め、 それをホイールにはめ込

み、 測定装置に装着する。

3 年代測定資料の測定方法

加速器をベースとした
14C-AMS専用装置(NEC社製）を使用し、

1

4cの計数、
1

3c濃度(
1

3CI
12

C)、
1

1c濃度(
1

4CI
12

C)の測定を行う。 測定では、 米国国立標準局(NIST )から提供されたシュウ酸

(HOx II)を標準試料とする。 この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。

4 炭素・窒素安定同位体及び含有量測定資料の化学処理工程と測定資料

(1) 「2-(1)~(3）」のエ程で処理を行う。

(2)試料をEA （元素分析装置）で燃焼し、的とCO2 を分離・定量する（表3)。

(3)分離した的と co』ま、 インタ ーフェ ースを通して質量分析計に導入し、 炭素の安定同

位体比（汀C)と窒素の安定同位体比(O
1

5N）を測定する。

これらの処理、 測定には、 元素分析計 — 安定同位体比質量分析計システム(EA - IRMS

Thermo Fisher Scientific 社製 Flash EA1112- DEL TA V PLUS ConFlo III Sys tem)を使用する。

汀Cの測定では IAEA のC6を、 0咽の測定ではNlを標準試料とする。

5 算出方法

(1)が℃ は、 試料炭素の忙濃度(
1

3c/
12

C)を測定し、 基準試料(PDE)からのずれを示し

た値である。 炉Nは、 試料窒素の
1

5N濃度(
1

5NI
1

4N)を測定し、 基準試料（大気中の窒

素ガス）からのずれを示した値である。 いずれも基準値からのずれを千分偏差(%o）で

表 される。 が℃はAMS装置と質量分祈計で測定され、AMS装置による値は表中に(AMS)

と注記し（表1)、 質量分祈計による値は表中に(MASS)と注記する（表3)。 o 1

5N

は質量分祈計による値で、 表中に(MASS)と注記する（表3)。

(2) 
1

1C年代(Libby Age : yrBP)は、 過去の大気中 1

4c濃度が一定であったと仮定して測定

され、1950年を基準年(OyrBP)として遡る年代である。 年代値の算出には、Libby の

半減期(55 68年）を使用する(Stuiver and Pola ch 19 77)。
1

4c年代は汀Cによって

同位体効果を補正する必要がある。 補正した値を表1に、 補正していない値を参考値と

して表2に示した。
1

4c年代と誤差は、 下1桁を丸めて10年単位で表 示される。 また、
1

4C年代の誤差（土1(J）は、 試料の 1

1c年代がそ の誤差範囲に入る確率が 68.2％であ

ることを意味する。

(3) pMC (per cent M o dern Carb on)は、 標準現代炭素に対する試料炭素の℃濃度の割合で

ある。 pMCが小さ い(
1

1Cが少ない）ほど古い年代を示し、pMCが100以上( 1

1Cの量が
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標準現代炭素と同等以上）の場合Modernとする。 この値もぷ℃によって補正する必要

があるため、 補正した値を表1に、 補正していない値を参考値として表2に示した。

(4)暦年較正年代とは、 年代が既知の試料の
14

c 濃度をもとに描かれた較正曲線と照らし合

わせ、 過去の
14

c 濃度変化などを補正し、 実年代に近づけた値である。 暦年較正年代は、
1
1C 年代に対応する較正曲線上の暦年代範囲であり、 1標準偏差(1(J ＝ 68. 2%）ある

いは2標準偏差(2(J ＝ 95.4%）で表示される。 グラフの縦軸が℃年代、 横軸が暦年

較正年代を表す。 暦年較正プログラムに入力される値は、 8
1
3c 補正を行い、 下1桁を丸

めない
14

c 年代値である。 なお、 較正曲線および較正プログラムは、 デ ー タの蓄積によ

って更新される。 また、 プログラムの種類によっても結果が異なるため、 年代の活用に

あたってはその種類とバ ー ジョンを確認する必要がある。 ここでは、 暦年較正年代の計

算に、 IntCal13デー タベ ー ス(Reimer et al. 2013)を用い、 OxCalv4. 2較正プログラ

ム(Bronk Ramsey 2009)を使用した。 暦年較正年代については、 特定のデー タベ ー ス、

プログラムに依存する点を考慮し、 プログラムに入力する値とともに参考値として表3

に示した。 なお、 暦年較正年代は、
14

c 年代に基づいて較正(calibrate)された年代値

であることを明示するために「cal BC/AD」 （または「cal BP」）という単位で表される。

く文 献＞
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表1 測定試料一 覧表(1)
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表1 測定試料一覧表(2)
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表1 測定試料一覧表(3)
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表1 測定試料一 覧表(4)
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表1 測定試料一 覧表(5)
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表1 測定試料一覧表(6)
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表1 測定試料一覧表(7)
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表1 測定試料一覧表(8)
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表2 放射性炭素年代測定結果(o 13c補正値） （1) 

ロにコ
測定番号 試料

o 13C (%a) (AMS)
いc補正あり

ロつ 処理方法
!AAA 形態 Libby Age (yrBP) pMC(%) 

1 160565 上器付着炭化物 AC+AaA -28.07 士 0.40 4,400 士 30 57.8 士 0.20 

2 160566 上器付着炭化物 AC+AaA -29.59 士 0.50 4,330 士 30 58.3 士 0.21 

3 160567 土器付着炭化物 AC+AaA -25.67 士 0.35 4,440 士 30 57.5 士 0.19 

4 160568 上器付着炭化物 AC+AaA -28.76 士 0.37 4,640 士 30 56.1 士 0.19 

5 160569 上器付着炭化物 AC+AaA -27.09 士 0.58 4,370 士 30 58.1 士 0.21 

6 160570 土器付着炭化物 AC+AaA -26.31 士 0.44 4,430 士 30 57.6 士 0.20 

7 160571 土器付着炭化物 AC+AaA -25.76 士 0.50 4,370 士 30 58.1 士 0.21 

8 160572 上器付着炭化物 AC+AaA -28.63 士 0.54 4,480 士 30 57.3 士 0.20 

， 160573 上器付着炭化物 AC+AaA -26.84 士 0.57 4,440 士 30 57.6 士 0.21 

10 160574 士器付着炭化物 AC+AaA -25.92 土 0.54 4,410 士 30 57.7 土 0.21 

1 1 160575 上器付着炭化物 AC+AaA -28.05 士 0.58 4,520 士 30 57 士 0.21 

12 160576 上器付着炭化物 AC+AaA -26.22 士 0.47 4,530 士 30 56.9 士 0.21 

13 160577 上器付着炭化物 AC+AaA -25.35 士 0.38 4,520 士 30 57 士 0.19 

14 160578 上器付着炭化物 AC+AaA -28.24 士 0.33 4,530 士 30 56.9 士 0.20 

15 160579 土器付着炭化物 AC+AaA -25.46 士 0.41 4,480 士 30 57.3 士 0.19 

16 160580 士器付着炭化物 AC+AaA -26.8 士 0.33 4,580 士 30 56.5 士 0.21 

17 160581 士器付着炭化物 AC+AaA -26.82 土 0.50 4,510 士 30 57 土 0.19 

18 160582 士器付着炭化物 AC+AaA -27.73 士 0.40 4,480 士 30 57.3 士 0.19 

19 160583 上器付着炭化物 AC+AaA -27.22 士 0.53 4,640 士 30 56.2 士 0.19 

20 160584 上器付着炭化物 AC+AaA -25.25 士 0.37 4,400 士 30 57.8 士 0.20 

21 160585 上器付着炭化物 AC+AaA -25.03 士 0.47 4,480 士 30 57.3 士 0.19 
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表2 放射性炭素年代測定結果(o
13

c補正値） （2) 

番弓
測定番号 試料

o 13C (%0) (AMS)
いc補正あり

処理方法
!AAA 形態 Libby Age (yr BP) pMC(%) 

22 160586 士器付着炭化物 AC+AaA -25.11 士 0.43 4,430 士 30 57.6 士 0.19 

23 160587 士器付着炭化物 AC+AaA -26.01 士 0.57 4,460 土 30 57.4 土 0.20 

24 160588 士器付着炭化物 AC+AaA -25.88 士 0.39 4,240 士 30 59 士 0.21 

25 160589 士器付着炭化物 AC+AaA -25.62 士 0.43 4,410 土 30 57.8 土 0.19 

26 160590 士器付着炭化物 AC+AaA -26.88 士 0.34 4,400 土 30 57.9 土 0.20 

27 160591 士器付着炭化物 AC+AaA -27.87 士 0.49 5,020 士 30 53.5 士 0.20 

28 160592 上器付着炭化物 AC+AaA -25.36 士 0.31 4,910 士 30 54.2 士 0.19 

29 160593 上器付着炭化物 AC+AaA -23.92 士 0.31 5,590 士 30 49.9 士 0.19 

30 160594 上器付着炭化物 AC+AaA -28.13 士 0.32 4,830 士 30 54.8 士 0.20 

3 1 160595 士器付着炭化物 AC+AaA -28.16 士 0.28 4,900 士 30 54.4 士 0.19 

32 160596 上器付着炭化物 AC+AaA -31.27 士 0.46 4,720 士 30 55.6 士 0.20 

33 160597 上器付着炭化物 AC+AaA -28.91 士 0.51 4,630 士 30 56.2 士 0.19 

34 160598 上器付着炭化物 AC+AaA -28.35 士 0.63 4,570 士 30 56.6 士 0.20 

35 160599 上器付着炭化物 AC+AaA -27.74 士 0.52 4,640 士 30 56.2 士 0.20 

36 160600 士器付着炭化物 AC+AaA -27.86 士 0.45 4,760 土 30 55.3 土 0.20 

37 160601 土器付着炭化物 AC+AaA -26.2 士 0.47 4,570 士 30 56.6 士 0.21 

38 160602 上器付着炭化物 AC+AaA -26.4 士 0.39 4,310 士 30 58.5 士 0.20 

39 160603 上器付着炭化物 AC+AaA -28.21 士 0.44 4,550 士 30 56.7 士 0.20 

40 160604 士器付着炭化物 AC+AaA -26.37 士 0.48 4,320 土 30 58.4 土 0.21 
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まほろん収蔵資料のAMS年代測定結果報告（平成28年度分）

表3 暦年較正
14

c年代・較正年代ほか(1)

番 8 13c補正なし
暦年較正用(yrBP) 1 Cl"暦年代範囲 2(J暦年代範囲

号 Age (yrBP) pMC (%) 

3088ca1BC -3058ca1BC(19 3%) 

1 4,450 士 30 57.5 土 0.19 4,401 土 27 3030ca\BC -3007ca\BC (15 4%) 3096ca!BC -2920ca!BC (95 4%) 

2989ca\BC -2931 ca\BC (33 5%) 

2 4,410 士 30 57.8 士 0.2 4,332 士 28
3010ca\BC-298\ca\BC (22 5%) 

3018ca1BC -2896calBC (95 4%) 
2940ca\BC -2900ca\BC (45 7%) 

3309ca\BC -3300ca\BC ( 2  7%) 3330ca1BC -32 l 7calBC (30 8%) 

3 4,450 士 30 57.5 士 0.19 4,440 士 27
3283ca\BC -3276ca\BC (I 9%) 3 l 82ca1BC -3 l 57calBC ( 3  7%) 

3265calBC -3240calBC (12 7%) 3125ca!BC -3008ca!BC (56 3%) 

3105ca\BC -3021 cal BC (50 9%) 2983ca1BC -2936ca1BC ( 4  6%) 

3498calBC -3452calBC (56 0%) 3515ca!BC -3423ca!BC (76 9%) 

4 4,700 士 30 55.7 士 0.18 4,640 士 26 3378calBC -3367calBC (12 2%) 3404ca!BC -3399ca!BC ( 0  8%) 

3385ca!BC -3360ca!BC (17 6%) 

5 4,400 士 30 57.8 士 0.2 4,367 土 29 3012calBC -2922calBC (68 2%) 
3087ca!BC -3060ca!BC ( 7  6%) 

3030ca!BC -2907ca!BC (87 8%) 

3264calBC -3245calBC ( 7  3%) 3322ca!BC -3272ca!BC ( 6  3%) 

6 4,450 士 30 57.5 土 0.19 4,427 士 27
310\ca\BC -3012ca\BC (60 9%) 3266ca1BC -3235calBC ( 9  I%) 

3172ca!BC -3163ca!BC ( 0  9%) 

3 l l 6ca1BC -2926cal BC (79 I%) 

7 4,380 士 30 58 士 0.2 4,369 士 29 3012ca\BC -2924ca\BC (68 2%) 
3088ca1BC -3058ca1BC ( 8  6%) 

303 lca\BC -2907ca1BC (86 8%) 

3328ca\BC -3217ca\BC (49 1 %) 3340ca1BC -3204ca1BC (55 9%) 

8 4,540 士 30 56.8 士 0.19 4,480 士 28 3179calBC -3159calBC ( 8  4%) 3197calBC -3088calBC (35 8%) 

3123calBC-3098calBC (10 7%) 3056ca!BC -3032ca!BC ( 3  7%) 

3309calBC -3300calBC ( 2  2%) 3328calBC -3218calBC (26 9%) 

， 4,470 士 30 57.4 士 0.19 4,436 士 28
3283calBC -3277calBC ( 1  5%) 3177ca!BC-3159ca!BC ( 2  7%) 

3265calBC -3240calBC (11 2%) 3122ca!BC -3007ca!BC (58 4%) 

3105calBC -3018calBC (53 3%) 2987ca!BC -293 lca!BC ( 7  4%) 

3094calBC -3010calBC (54 5%) 3310ca!BC -3296ca!BC (I 1%) 

10 4,430 土 30 57.6 士 0.2 4,414 土 29
2979ca\BC -2959ca\BC ( 8  5%) 3284ca1BC -3276ca1BC (O 6%) 

2953calBC -2941calBC ( 5  I%) 3266ca!BC -3239ca!BC ( 4  9%) 

3106ca1BC -2919ca1BC (88 7%) 

3347calBC -332lcalBC (12 2%) 3354ca!BC -3263ca!BC (32 I%) 

11 4,570 土 30 56.6 士 0.2 4,516 土 29
3272calBC -3268calBC ( 1  7%) 3245calBC -3 IO!calBC (63 3%) 

3235ca\BC -3171 ca\BC (30 7%) 

3163ca\BC -3115ca\BC (23 6%) 

3355ca\BC-3325ca\BC (16 1%) 3360ca1BC -3264ca1BC (32 2%) 

12 4,550 士 30 56.8 士 0.2 4,529 士 29 3232calBC -3173calBC (28 9%) 324lca!BC -3103ca!BC (63 2%) 

3161ca\BC -3118ca\BC (23 2%) 

3350calBC -3323calBC (13 7%) 3355ca!BC -3264ca!BC (31 2%) 

13 4,530 士 30 56.9 士 0.19 4,522 士 27 3234calBC -31 72calBC (30 7%) 324lca!BC -3103ca!BC (64 2%) 

3163calBC-3117calBC (23 8%) 

3356calBC -3327calBC (18 3%) 3362ca!BC -3308ca!BC (24 I%) 

14 4,590 士 30 56.5 士 0.2 4,533 士 28 3219calBC -3175calBC (26 4%) 3303ca!BC -3264ca!BC ( 7  3%) 

3160ca\BC -3120ca\BC (23 6%) 3240ca1BC-3104ca1BC (64 0%) 

3327calBC -3218calBC (50 6%) 3339ca!BC -3207ca!BC (56 5%) 

15 4,490 士 30 57.2 士 0.18 4,478 土 26 3 l 76ca1BC -3 l 60calBC ( 7  0%) 3196ca1BC -3087ca1BC (34 8%) 

3121calBC -3098calBC (10 6%) 3058ca!BC -303 lca!BC ( 4  I%) 

3488ca\BC-3472ca\BC (12 0%) 3498ca1BC -3454ca1BC (17 3%) 

16 4,610 士 30 56.3 士 0.21 4,582 士 29
3373ca\BC-3339ca\BC (51 0%) 3379ca1BC -3327ca1BC (54 5%) 

3205calBC -3196calBC ( 5  2%) 3219calBC -3174calBC (12 9%) 

316lca1BC -3119ca1BC (10 7%) 

3343calBC -332lcalBC (10 5%) 335 lca!BC -3263ca!BC (31 9%) 

17 4,540 士 30 56.8 土 0.18 4,512 士 27
3272ca\BC -3267ca\BC ( 2  3%) 3246ca\BC-3100ca\BC (63 5%) 

3236ca\BC -3170ca\BC (31 5%) 

3164ca\BC -3115ca\BC (24 0%) 

（参考値）
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表3 暦年較正
14

c 年代・較正年代ほか(2)

番 15 13c補正なし
暦年較正用(yrBP) lG暦年代範囲 2cr暦年代範囲方ロ Age (yrBP) pMC (%) 

3328ca1BC -3217ca1BC (49 3%) 3339ca1BC -3205calBC (57 2%) 

18 4,530 士 30 56.9 士 0.18 4,480 士 26 3 l 79ca1BC -3 l 59calBC ( 8  2%) 3197ca1BC -3089calBC (35 8%) 

3123ca!BC -3098ca!BC (10 7%) 3052calBC -3034calBC ( 2  4%) 

3497ca!BC -3456ca!BC (53 8%) 3514ca!BC -3423ca!BC (74 9%) 

19 4,670 士 30 55.9 士 0.18 4,635 士 27 3377ca!BC -3365ca!BC (14 4%) 3404calBC -3399calBC ( 0  7%) 

3385ca1BC -3356calBC (19 8%) 

3087ca!BC -3060ca!BC (17 8%) 

20 4,400 士 30 57.8 士 0.19 4,400 士 27 3030ca!BC -3007ca!BC (15 5%) 3095ca1BC -292lca1BC (95 4%) 

2989ca1BC -2931ca1BC (34 9%) 

3327ca1BC -3219ca1BC (50 9%) 3338ca1BC -3208calBC (56 3%) 

21 4,480 士 30 57.3 士 0.18 4,475 士 26 3175ca1BC-316lcalBC ( 6  2%) 3195ca1BC -3086calBC (33 5%) 

3120ca!BC -3096ca!BC (II 1%) 306lcalBC -3029calBC ( 5  6%) 

3264calBC -3245calBC ( 8  4%) 3325ca!BC -3233ca!BC (19 I%) 

22 4,430 士 30 57.6 士 0.18 4,431 士 26
310lca!BC -3018ca!BC (59 8%) 3173calBC -316lcalBC ( I  3%) 

3118ca!BC -300lca!BC (65 0%) 

2993ca!BC -2928ca!BC (IO 0%) 

332lca!BC -3235ca!BC (38 6%) 3335ca!BC -3212ca!BC (48 3%) 

23 4,480 士 30 57.3 士 0.19 4,458 士 27
3170calBC-3164calBC ( 2  4%) 319lcalBC -3152calBC ( 9  2%) 

311 ScalBC -3086ca1BC (13 5%) 3136ca1BC -3022calBC (37 9%) 

3061ca1BC -3030ca1BC (13 7%) 

291 lcalBC -2863ca1BC (76 2%) 

24 4,260 士 30 58.9 士 0.2 4,243 士 28 2904ca!BC -2873ca!BC (68 2%) 2807ca1BC -2758calBC (18 1%) 

27 l 7calBC -271 lcalBC (I I%) 

3091calBC - 3010calBC (53 3%) 3262calBC - 3253calBC ( I  4%) 

25 4,420 士 30 57.7 士 0.18 4,408 士 26 2979ca1BC -2960ca1BC ( 9  6%) 3099ca1BC -2922ca1BC (94 0%) 

2952calBC -2942calBC ( 5  3%) 

3084ca!BC -3066ca!BC (11 9%) 

26 4,430 士 30 57.6 士 0.2 4,395 士 28 3028ca!BC -3004ca!BC (I 6 2%) 3092ca1BC -292lcalBC (95 4%) 

2991ca1BC -2930ca1BC (40 1%) 

3936ca1BC -3872ca1BC (40 8%) 3943ca1BC -3855calBC (48 I%) 

27 5,070 士 30 53.2 士 0.19 5,024 士 29 381 lcalBC -3767ca1BC (27 4%) 3846ca1BC -3831ca1BC ( 2  7%) 

3824ca1BC -3712ca1BC (44 6%) 

28 4,920 士 30 54.2 士 0.19 4,914 士 28 3702ca1BC -3657ca1BC (68 2%) 
3762ca1BC -3725ca1BC ( 8  5%) 

3715ca!BC -3644ca!BC (86 9%) 

29 5,570 士 30 50 士 0.19 5,586 士 30
4452ca!BC -4440ca!BC (II 9%) 4486calBC -4477calBC ( 1  4%) 

4425ca1BC -4370ca1BC (56 3%) 4466ca1BC -4352ca1BC (94 0%) 

30 4,880 士 30 54.5 士 0.19 4,825 士 28
3652ca1BC -3632ca1BC (35 5%) 3660ca1BC -3626ca1BC (42 3%) 

3561ca1BC -3537ca1BC (32 7%) 3596ca1BC -3527calBC (53 I%) 

31 4,950 士 30 54 士 0.19 4,897 士 28 3696ca!BC -365lca!BC (68 2%) 3712ca!BC -3638ca!BC (95 4%) 

3626ca!BC -3598ca!BC (18 8%) 3632ca!BC -3564ca!BC (29 9%) 

32 4,820 士 30 54.9 士 0.19 4,716 士 28 3526ca!BC -350lca!BC (15 6%) 3536ca!BC -3496ca!BC (20 9%) 

3429ca!BC -338lca!BC (33 8%) 346lca!BC -3376ca!BC (44 6%) 

33 4,700 士 30 55.7 士 0.18 4,633 士 27
3497ca!BC -3457ca!BC (52 9%) 35!3ca!BC -3424ca!BC (74 7%) 

3377ca1BC -3365ca1BC (15 3%) 3384ca1BC -3356calBC (20 7%) 

3369ca!BC -3335ca!BC (43 5%) 3492calBC -3469calBC ( 4  7%) 

321 lcalBC -3191ca1BC (14 4%) 3375ca1BC -3322calBC (48 7%) 

34 4,620 士 30 56.2 士 0.19 4,568 士 28 3153ca1BC -3136ca1BC (10 3%) 3272ca1BC -3270ca1BC ( O  2%) 

3235ca1BC -3 l 70ca1BC (23 2%) 

3164ca1BC -3115ca1BC (18 6%) 

35 4,680 士 30 55.8 士 0.19 4,636 士 29
3498ca1BC -3453ca1BC (54 3%) 3516ca1BC -3397calBC (76 3%) 

3377ca!BC -3365ca!BC (13 9%) 3385ca!BC -3356ca!BC (19 I%) 

3633calBC -3622calBC ( 9  3%) 3639ca!BC -3515ca!BC (90 9%) 

36 4,810 士 30 55 士 0.19 4,759 士 28 3607ca!BC -3555ca!BC (44 5%) 341 lcalBC -3405calBC ( I  0%) 

3540ca1BC -3523ca1BC (14 5%) 3399ca1BC -3384ca1BC ( 3  5%) 

（参考値）
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まほろん収蔵資料のAMS年代測定結果報告（平成28年度分）

表3 暦年較正 14
c 年代・較正年代ほか(3)

番 o 13c補正なし
暦年較正用(yrBP) に暦年代範囲 2o暦年代範囲万ロ Age (yrBP) pMC (%) 

3370ca\BC - 3335ca\BC (44 9%) 3494calBC - 3467calBC ( 6  8%) 

321 lcalBC - 3191calBC (13 6%) 3376calBC-3321calBC (49 3%) 

37 4,590 士 30 56.5 士 0.2 4,571 士 29 3 l 53ca!BC - 3 l 36ca!BC ( 9  7%) 3272calBC - 3269calBC ( 0  2%) 

3235calBC -3 I 69calBC (21 6%) 

3164calBC-3113calBC (17 4%) 

38 4,330 士 30 58.3 士 0.19 4,308 士 27 2923calBC - 2892calBC (68 2%) 
30llcalBC-2950calBC (15 1%) 

2944calBC -2885calBC (80 3%) 

3365ca\BC - 3332ca\BC (30 4%) 3370calBC -331 lcalBC (36 9%) 

39 4,610 士 30 56.4 士 0.19 4,554 士 28
32 I 4calBC - 3 I 86calBC (19 9%) 3295calBC - 3287calBC ( 0  9%) 

3 I 56calBC - 3 I 27calBC (17 9%) 3275calBC - 3265calBC (I 3%) 

3239calBC -3105calBC (56 4%) 

40 4,350 土 30 58.2 士 0.2 4,323 士 29
3009ca\BC - 2986ca\BC (15 5%) 

30 I 6calBC -2892calBC (95 4%) 
2935calBC - 2895calBC (52 7%) 

（参考値）
表4 炭素・窒素同位体比及び含有量(1)

番 炉C (%0) 炉N (%0) c含有量 N含有量 C/N重量比 C/Nモル比
万仁 (MASS) (MASS) (%) (%) 

1 -26.8 2.5 48.3 4.32 11.2 13.1 

2 -26.1 5.01 54.9 5.65 9.7 11.3 

3 -25 6.62 59.1 6.85 8.6 10.1 

4 -28 7.32 63.6 2.93 21.7 25.3 

5 -26.4 4.45 51 3.93 13 15.1 

6 -25.5 3.36 52 5.53 9.4 11 

7 -26.2 4.68 51.1 4.6 11.1 13 

8 -25.6 3.12 49.7 4.92 10.1 11.8 

， -27 4.93 61.3 5.19 11.8 13.8 

10 -25.4 7.38 50.4 3.44 14.6 17.1 

11 -26.8 6.52 55.4 4.38 12.6 14.8 

12 -25.8 7.89 55.4 4.57 12.1 14.1 

13 -25.9 12 36 2.55 14.1 16.5 

14 -27.6 4.55 56.9 3.18 17.9 20.8 

15 -26.4 測定不可 31.6 1.5 21.1 24.6 

16 -27.4 3.39 60 3.34 18 20.9 

17 -26 2.4 54.7 4.13 13.2 15.4 

18 -26.8 2.18 57.3 4.11 14 16.3 
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表4 炭素・窒素同位体比及び含有量(2)

番 炉C (%0) 炉N (%0) c含有量 N含有量 C/N重量比 C/Nモル比
万ロ (MASS) (MASS) (%) (%) 

19 -26.5 5.64 55.9 4.83 11.6 13.5 

20 -26 8.61 46.2 3.07 15.1 17.6 

21 -25.3 4.2 48.2 4.66 10.3 12.1 

22 -25.2 6.95 59.8 7.55 7.9 9.2 

23 -26.4 4.4 61.2 5.59 11 12.8 

24 -26.1 4.61 58.8 5.85 10.1 11. 7

25 -26.4 4.34 56.8 5.9 9.6 11.2 

26 -26.7 3.46 59.2 4.38 13.5 15.8 

27 -25.6 9.71 40 1.83 21.8 25.5 

28 -26 13 36.8 1.83 20.1 23.4 

29 -26.3 5.38 55.3 2.13 26 30.3 

30 -25.6 12.3 39.8 2.18 18.3 21.3 

31 -26.4 6.45 53.5 4.95 10.8 12.6 

32 -28.7 9.14 59.1 2.74 21.6 25.2 

33 -27.5 6.12 62.6 4.35 14.4 16.8 

34 -27.8 3.29 56.8 3.19 17.8 20.8 

35 -26.3 2.25 56.3 4.52 12.5 14.5 

36 -25.4 7.04 53.9 5.35 10.1 11.8 

37 -25.3 8.62 49.3 5.57 8.9 10.3 

38 -25.4 5.79 57.3 5.45 10.5 12.3 

39 -26.4 6.22 50.6 4.97 10.2 11.9 

40 -26.4 5.8 58.1 6.05 9.6 11.2 
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◆は、 測定試料、 その他は現生動植物の炭化試

料。 現生動植物試料のデータは吉田2006による。

また、 吉田2006、 國木田ほか2010 を参考に食料

資源の大別を示した。

◇は、C3植物の堅果類等、 0は堅果類以外のC3

植物、 ＋はC3植物を食べる哺乳類、 口はサケ、 △

はC4植物。

なお、吉田2006によると、C3植物の堅果類等（測

定データはトチ、 同（木灰）、 ミズナラ、 ドングリ、

同 （粉） 、 カチグリ、 ヤマユリ、 ジャガイモ、 以下

他の食料資源も同様に示す） のC/N比は30 ~ 50、

他のC3植物（エゴマ、アズキ、サトイモ、ヤマイモ、

ナガイモ、 ノビル、 マムシグサ、 クワイ）及び哺乳

類 （タヌキ、 クマ） は7 ~ 20、C4植物 （アワ） も

堅果類以外のC3植物と同程度とされる。 また、 サ

ケは海産魚類の範囲に属するものとして示されてい

る。

8'•efPOBJ(ぬ）

図2 炭素安定同位体比•C/N比グラフ（グラフC/N比はモル比）
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